
3.40

3.77

14.18

8.40

0.55

ゼブラ企業創出・育成のためのエコシ
ステム定着に向けた支援・分析（イン
パクト評価を用いた連携・支援実証
調査）成果報告書

2026 3 31

EY
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１．本事業の背景・目的
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

本事業は、地域のゼブラ事業を面的に取りまとめる地域事業づくり会社が、持続的な地域エコシステムを創出するため
の「仕組み」の要諦および課題について、実証を通して明らかにするものである

ểḰ

Â

Â

ローカル・ゼブラ企業を中心とした地域エコシステ
ムの成長基盤の整備を推進してきた

Â

地域事業づくり会社が志向する地域エコシステムを形成
する「仕組み」*¹

Â 10 要諦や
実装を阻む地域課題

Â

ローカル・ゼブラ企業
の裾野の拡大につなげることを企図

本事業の背景と目的

*¹ Ḳ

ローカル・
ゼブラ企業

ローカル・
ゼブラ企業

ローカル・
ゼブラ企業

ローカル・
ゼブラ企業

行政機関

地域中堅
中小企業

金融機関

大企業等

本事業のスコープ

地域事業づくり会社

ヒト・カネ・情報・デジタルの
持続的循環を生む手法

＝仕組み

ẑ Ṅ

地域エコシステム全体像
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

昨年閣議決定された政府の地域産業政策においても、ローカル・ゼブラ企業が地域づくりの新たな担い手として位置づ
けられている

ểḰ

「経済財政運営と改革の基本方針2025 」（抄）（2025 年６月閣議決定）

第２章 賃上げを起点とした成長型経済の実現
１．物価上昇を上回る賃上げの普及・定着～賃上げ支援の政策総動員～
（２）三位一体の労働市場改革及び中堅・中小企業による賃上げの後押し
（中堅・中小企業による賃上げの後押し）
地域の社会課題解決の担い手となるローカル・ゼブラ企業の育成に向け、社会的インパクト評価を資金調達につなげる環境整備を進める。地域の生活を支える
サービスの供給を維持・発展させる「地域協同プラットフォーム」を支援する。

「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画」（抄）（2025 年６月閣議決定）

Ⅶ．資産運用立国の取組の深化
３．中小企業等の成長に資する金融サービスの充実と多様な資産運用商品の提供
②インパクト投資市場の拡大に向けた取組
社会的課題の解決を通じて企業価値・投資収益の向上を図る観点から、引き続きサステナビリティ投資を推進する。具体的には、インパクト投資の案件創出に向
けて、Ⅳ．１．④に記載の「インパクトスタートアップ（社会的起業家）に対する支援」に取り組むほか、インパクトの可視化・ビジネス構築等への支援強化等に
よるローカル・ゼブラ企業（地域の社会課題解決の担い手となる企業）等の育成を図る。また、国際的な団体等とのネットワークを強化し、我が国の取組に関す
る対外発信を充実させる。こうした取組により、企業が視点の転換を図り、金銭的リスク・リターンに加え社会面・環境面のインパクトを考える、マルチステークホル
ダー型企業社会を推進する。

「地方創生 2.0 基本構想」（抄）（2025 年６月閣議決定）

（１）安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生
②魅力ある働き方・職場の創出
ⅳ．ローカル・ゼブラ企業の活躍環境整備による魅力ある職場づくり
ローカル・ゼブラ企業は、若者や女性を始め多くの人たちにとって魅力的な地域の仕事・職場を創出し、地域の社会課題解決の新たな担い手となる重要な存在で
ある。ローカル・ゼブラ企業を育成するエコシステム強化のため、多様なファイナンス手法や社会的インパクト評価手法の検討・整理、地域や業種を越えたコミュニ
ティの形成促進等の環境整備に取り組む。
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

中小企業庁における従来政策との関係性においては、企業の事業成長を後押しする政策の流れを汲みつつも、より地
域への裨益性に主眼を置いた事業と整理できる

ểḰ

事
業
規
模

収
益
性

中堅企業 地域経済の牽引役：売上規模増大

中小企業 地域経済の活力：生産性向上・賃上げ

小規模企業

創業

地域経済の基盤：地域雇用受け皿の拡大

地域経済の新陳代謝：新たな担い手の創出

中堅企業

中小企業

小規模企業

創業 NPO系

公益・社会性

地域事業者の役割と支援
自助

公助

共助

ローカル・
ゼブラ企業

地域資本を豊かにし、地域経済
循環を創出する存在

Â 共助の担い手となり、
地域資本を豊かにし、地域経済循環を創出する存在であるローカル・ゼブラ企業



２．本事業の概要
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

*1 

本事業は“ゼブラの世界を広げること”を前提として、①実証事業、②ファイナンス調査、③ゼブラカンファレンスの3つの
事業から構成

ỄḰ ḽ

令和７年度ローカル・ゼブラ事業の全体像*1

実証事業

【ゼブラの世界を広げる】
エコシステム定着に向けた支援・分析

先行事例の
検証・調査

コミュニティ
形成

【ゼブラの世界を深掘り】
ローカル・ゼブラ・コミュニティの形成に向けた

調査・分析

インパクト
研究会

1

ファイナンス
調査

2

ゼブラ
カンファレンス

3

実証事業

ファイナンス
調査

ゼブラ
カンファレンス

エコシステム強化につながる事業拡大等の仕組み化
Å

ローカル・ゼブラファイナンスエコシステムの構築
Å

ローカル・ゼブラ企業に対する社会的理解の普及・啓発
Å

Å

1

2

3

2

3

本事業

ṕểṖ

ṕễṖ

ṕỆṖ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

3つの事業のうち、①実証事業については約2か月半の公募・審査期間を経て、10月から本格的に各地域での実証へ
突入。約5か月間の実証期間を経て、2/ 27に成果報告会を実施した

ỄḰ ḽ

年月
2025 年 2026 年

7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

マイルストーン

実証事業

ファイナンス調査

ゼブラ
カンファレンス

9/87/24 8/8 10/6 2/27

公募・審査フェーズ

1

2

3

伴走支援フェーズ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

P.11 ～12

10/6 12/18
2/27
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

実証事業については、地域事業づくり会社1社およびローカル・ゼブラ企業等2社以上のコンソーシアムを要件に公募を
実施。86件の応募のうち10件を選定し、実証事業に取り組んだ

ỄḰ ḽ

本事業の目的

実証期間

申請要件

採択件数

ṕ Ṗ

公募期間 7 8 8 ṕ Ṗ17

8 2 27 ṕ Ṗ

10 ṕ 86 Ṗ

ể
Ễ

予算上限 1 15,000 ṕ Ṗ

事業内容

実証事業の概要 実証事業のスキーム

Â EY

中小企業庁
EYストラテジーアンド

コンサルティング㈱

実証地域
地域事業づくり会社１社、

ローカル・ゼブラ企業等２社以上

地域事業づくり会社

ローカル・ゼブラ ローカル・ゼブラ
連携事業者・

団体

Ṅ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

伴走支援については、EY担当2名および伴走支援専門家から構成されるチームを基本設計として、仕組みの検討・構
想・実装に係るサポートを集中的に実施

ỄḰ ḽ

EY伴走担当（2名）

＋

伴走支援専門家
（＋その他専門家* ）

実証地域（10地域）

伴走事務局

実証実施体制 実施体制の詳細

EYの支援担当者2名に加え、実証事業の実施上必要と考え
られる助言・ノウハウ・コネクション等を提供可能な伴走支援専
門家1名でチームを組み伴走を実施した

EY担当者の
役割

伴走支援
専門家の役割

V

2

V

β伴走支援専門家の選定について

*

・・・

EY
3

❶
実証内容の
具体的支援

Å ṕ Ṗ
Å ロードマップ・KPI設定
Å 課題・ボトルネックの特定

Å KPI達成状況のモニタリング

Å 先行地域との連携・視察提案

❷
ロジ・手続き

支援

Å

Å
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

実証事業者の目指す方向性や実証途中で見えてきた課題に応じて、伴走支援専門家がアドバイザーとして支援を
実施

ỄḰ ḽ

工藤 七子氏
一般財団法人 社会変革推進財団 常務理事

2011 2017
SIIF

田淵 良敬氏
株式会社Zebras and Company 代表取締役

LGT Venture 
Philanthropy
SIIF

内田 勝規氏
株式会社 オフィス内田代表取締役

山谷 拓志氏
静岡ブルーレヴズ株式会社代表取締役社長

古田 秘馬氏
株式会社umari  代表

UDON HOUSE
2014 umari

竹本 吉輝氏
株式会社トビムシ代表取締役

2009

千葉 直紀氏
株式会社 ブルー・マーブル・ジャパン代表取締役

NPO

村上 敬亮氏
東京大学/ 慶応義塾大学 特任教授

1990 ṕ
Ṗ IT

2010

株式会社
インターローカル

パートナーズ

一般社団法人
ドチャベンジャーズ

公益財団法人
東近江三方よし

基金

株式会社
GHIBLI

本田屋本店
有限会社

株式会社
竹屋旅館一般社団法人

前橋まちなか
エージェンシー

株式会社
湘南ベルマーレ
フットサルクラブ

陸前高田
しみんエネルギー

株式会社
一般社団法人

大和森林管理協会

伴走支援専門家 担当実証事業者 伴走支援専門家 担当実証事業者

1

2

3

4

5

6

7

8
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

キックオフ・三豊カンファレンス・成果報告会の計3カンファレンスを実施し、大企業・金融機関等の採択事業内容に関す
る理解度の向上・各ステークホルダーに期待される役割の提示に貢献

ỄḰ ḽ ṕ Ṗ

第8回先駆者会議Stage2 with 中小企業庁
ローカル・ゼブラ地域実証事業Kickoff

ローカル・ゼブラ・カンファレンスin 三豊
令和7年度中小企業庁ローカル・ゼブラ

地域実証事業 成果報告会

会場の様子

目的

内容

日時

開催場所

参加者数

2025 10 6 15:00Ṍ19:00

Q HALL1 2

226 ṕ Ṗ

2025 12 18 14:30Ṍ17:30

180 ṕ Ṗ

Å

ÅNEWLOCAL LivEQuality

2026 2 27 14:00Ṍ17:25

401A

240 ṕ Ṗ

Å

3

Å

Å

Å

詳細は別紙２「カンファレンス実施報告書」を参照
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

8.10

ローカル・ゼブラ企業、地域事業づくり会社全体のファイナンスエコシステムを構築するための基礎調査を実施。本調査
により求められる資金需要の規模・性質や事業継続の勝ち筋が判明

ỄḰ ḽ ṕ Ṗ

本調査の目的

Å

Å 地域の資金循環の軸となる地域事業づくり会社に着目
地域事業づくり会社にとっての親和性の高いファイナンス手法や

勝ち筋

ローカル・ゼブラが目指すエコシステム

調査仮説と調査結果

ローカル・ゼブラの類型

Å ṕ or Ṗ

Å

初期
仮説

類型の変遷

仮説検証のイメージ

¸ 一定の類型化が可能

¸ 調達手法の明確な法則等は見られない

¸ 50M

¸ アセットファイナンス安定的事業基盤
ファイナンス設計人材の存在ṕ Ṗ

地域事業づくり会社
＜全国型＞

地域事業づくり会社
＜地域密着型＞

ローカル・ゼブラ企業

③ローカル・ゼブラ企業
Ÿ②地域事業づくり会社

＜地域密着型＞

…

②地域事業づくり会社
＜地域密着型＞

Ÿ③地域事業づくり会社
＜全国型＞

調査結果サマリ

β 79 Ṋ 33

Tier ①

Tier ②

Tier ③
地域事業づくり会社

CVC

ローカル・ゼブラ企業

地域への還元

分配
（融資・出資・保証等）

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

詳細は別紙３「ファイナンス調査報告書」を参照



３．地域事業づくり会社とは
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域から全国・他分野へ地域内のゼブラの取組を結んで面に

ローカル・ゼブラ企業が社会性と経済性の両立を目指しつつ個社の領域に集中するのに対して、地域事業づくり会社
はローカル・ゼブラ企業を束ねながら、地域全体の裨益に焦点を当てる

ễḰ ḽ

個社事業の成長・持続に集中

ṇ ḱ

ローカル・ゼブラ企業
（Tier3 ）

地域事業づくり会社＜地域密着型＞
（Tier2 ）

LZ LZ LZ

ṇ ṇ

שּ

地域事業づくり会社＜全国型＞
（Tier1 ）

ẑ שּ

ú
︡
ḭ

資金調達 デジタル基盤 ネットワーク
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

前頁の内容を階層的（Tier ）に整理。ローカル・ゼブラ企業と地域事業づくり会社の最大の違いは、個社での取組に
留まるか、複数の事業者を巻き込んだ地域としての取組に昇華されるか

ễḰ ḽ

社会性の追求（裨益規模）

経
済
性
の
追
求
（
事
業
規
模
）

地域プレイヤ

中小企業

中堅企業・
未来牽引企業

ṕ Ṗ

Tier ３
（ローカル・ゼブラ企業）

大企業

Tier2 （地域事業づくり会社・地域密着型）

Tier １（地域事業づくり会社・全国型）

V 社会課題解決領域* ¹に商品・サービスを提供す
ることを主たる事業とし、地域の暮らしや事業の
持続可能性を追求する事業者

個社の取組から他のローカル・ゼブラ
企業を巻き込みながら、地域としての
取組主体へと進化

基盤となる地域から他地域へ
あるいは他分野へ進出

V 社会課題解決領域* ¹に商品・サービスを提供・協賛、あるいは志す企業・個人に対して、
ネットワーク・事業創出を目的とした、場づくり・機会の提供や、コンサルティング・資金的
支援（助成・出資・融資）を通じた支援を、当該事業者が主たる活動拠点とする地域
* ²を中心に展開し、事業の持続可能性を追求する事業者

V 社会課題解決領域* ¹に商品・サービスを提供・協賛、あるいは志す企業・個人に対して、ネットワーク・事業創出を
目的とした、場づくり・機会の提供や、コンサルティング・資金的支援（助成・出資・融資）を通じた支援を、当該事
業者が主たる活動拠点とする地域* ²を超えて複数地域・全国に展開し、事業の持続可能性を追求する事業者

地域への関心
の高まり

β本実証事業主たるスコープ

*¹
*²
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域事業づくり会社の役割は、地域の個別事業が創出するインパクトを地域全体で捉え価値付けすることで、域内外
のステークホルダーから資金や人材等の経営資本を呼び込み、地域における経済循環を起こすこと

ễḰ ḽ

【社会的価値】
ソーシャル
インパクト

【経済的価値】
収益性・採算性

イ
ン
パ
ク
ト
の
集
約
＋
価
値
創
造

経済的価値の
高い事業

社会的価値の
高い事業

地域全体の取組として訴求し経営資本の循環を起こす

銀行・信金

VC・大企業

住民国・地公体
財団等

ローカル・ゼブラ企業

地域企業

…

付加価値を生み
どのように訴求し

どのように
地域事業に還元するか

地域事業づくり会社が“地域経営“の視座で設計

① 地域面的な取組として昇華させる「インパクト集約機能」

V

V

② 個別事業の価値づくりに関与する「価値創造機能」

V

0ẓ1

地域事業づくり会社の主な役割
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

ローカル・ゼブラ企業群の事業を統合的に支援し価値向上を図ることで、地域全体の資本力が維持・強化される。これ
らの取組みが結果的に自社の利益にも還元されるという中長期的な視座が地域事業づくり会社に求められる

ễḰ ḽ

地域事業づくり会社
（例：旅館業のケース）

ローカル・ゼブラ企業
の事業活性化

地域資本（未財務的資本）
利活用の加速

地域の賑わい・活性化

多様な地域の事業を束ね、
経営資本を獲得し、ゼブラ
個社事業に分配・支援する

ゼブラ事業拡大によって、文化資本
やコミュニティといった地域資本の
維持・強化（＝資産化）が進む

地域資本の魅力が増すことで、
域外からの来訪や地域に残る人が
増加。賑わい創出へ

短期的に創出されるインパクトの追
求ではなく、中長期的なインパクト創
出に向け取り組むことで、地域全体の
賑わいが個社にも裨益

起
点

どのような経営資本を呼び込み、
地域活性化ひいては自社への裨益
に繋げるか、その循環のデザインこそ
が地域事業づくり会社の役割である

Ḳ

Ḳ Ḳ

Ḳ

インパクトの集約

価値創造

Â 地域全体を一つの企業として捉えた地域事業づくり会社の取組の一例
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域経営の肝となる“地域資本”の活用は、事業の土壌を豊かにし、次なる事業を誘発する上で重要な一方、成果獲
得まで時間を要するケースが多く、中長期的な時間軸でのデザインが不可欠

ễḰ ḽ ṕ Ṗ

未財務的
地域資本の存在

Â

ṕṬ
Ṗ

地域資本の資産化* ¹ 資産価値の向上

地域資本

地域経済効果の発生 地域資本への再投資

地域資本

Â

¬ º

地域資産

Â

ṕ Ṗ
Â

ṕ GDPṖ

Â

Å
6

Å

Å

Å

１ ２ ３ ４ ５

ṕB/S Ṗ ṕB/S Ṗ ṕP/L Ṗ

地
域
事
業
づ
く
り
会
社
に
よ
る
支
援

１

*¹Ḳ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

ローカル・ゼブラ企業の事業地域資本（現状）

地域事業づくり会社は、地域資本を活用したローカル・ゼブラ企業の事業成長を促し、地域資本の縮小を防ぎながら
経済的価値も生み出すことで、地域資本を地域の資産へと変えていく役割を担う

ễḰ ḽ ṕ Ṗ

Âありのままの地域資本は、ローカル・ゼブラ企業の活動を通じて地域課題を解決しながら経済的価値を生む「資産」へと変化する

¸

¸

¸

地域資本の変化（＝資産化）

自然資本：「森林」

文化資本：「古民家・遊休施設」

人的資本：「次世代の担い手」

¸

6
新たな担い手を創出

森林保全

¸

担い手と来訪者が増加
地域内の不動産の利

活用が加速

¸

地域事業を創出 ロールモデル化
することで後続の人材発掘

地域事業づくり会社はゼブラの事業価値創造支援と、
面的にゼブラ事業を集約することで地域資本の変化を加速

︣
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域事業づくり会社の支援は、ローカル・ゼブラ企業個社の取組を価値化し拡大するために、地域だけでは充足しきれ
ない経営資本を域内外から獲得し、地域資本に還元していく点に重要な意義がある

ễḰ ḽ ṕ Ṗ

地域資本の資産化 資産価値の向上

Â

¬ º

地域資産

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

Â

ṕ Ṗ

２ ３

ṕB/S Ṗ ṕB/S Ṗ

個社の取組を面として
捉え、地域として一体

の事業として訴求

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

個社の
インパクトの統合
ṕ Ṗ

地域事業づくり会社による支援

地域としての経営
資本の獲得

支援の在り方には獲得する経営資本に応じて、いくつかの“仕組み”や“手法”が存在する（次章へ）

個社の
インパクトの統合
ṕ Ṗ



４．地域事業づくり会社の目指す“仕組み”と“手法”
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

本実証では、各地域の取組が後発地域の参考事例として十分に機能することを目的に、取組の核となる要素を“仕組
み”と“手法”いう形で整理し、横展開時の再現性向上を企図した

ỆḰ ¬ º ¬ ºḽ

“仕組み”と“手法”に着眼した問題意識

Â 10

Â 後継的な取組みの広まりは限定的

Â 1 先進事例における成功の要諦とその事例形成プロセスを正しく言語化・認識できていない

Â ¬ º 全体構造を俯瞰し、他地域にて模倣・参考すべき要素を明確に打ち出す必要

Â 取組の本質的な成功要素であり、かつ他地域においても再現性が認められる要素を“仕組み”と“手法”として整理した

“仕組み”とは

ẑ 基本的にはどの地域にも移植可能な考え方であり、本実証ではこの点に焦点を当て

“手法”とは

取組の全体構造を指し、関係者の座組に加え、地域事業づくり会社の
①組織形態・事業領域、②目指す状態・価値、③それを実現する
「手法」から構成される

仕組みの構成要素の1つであり、地域の目指す状態・価値を生み出す
ための具体的な打ち手・方策そのものを指す

Ḳ DAO
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

仕組みと手法設計のアプローチ

地域事業づくり会社の目指す“仕組み”とは、取組の全体構造を指し、地域事業づくり会社の組織形態・事業領域や
目指したい状態・価値、それを実現する具体的打ち手としての“手法”から構成される

ỆḰ ¬ º ¬ ºḽ

資本の出し手

資本の受け手

地域事業
づくり会社

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

目指す
状態・価値

23１

共感する資本の呼び込みとリターンの提供

地域事業づくりの“仕組み”

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

xxx

インパクトの集約と資本の還元
還元後の事業価値創造支援

¬ º

組織形態・事業ドメイン

具体的な
打ち手・方策

地域の絵姿

解決すべき課題

１

２

３

Â “仕組み”とは「取組の全体構造」を指す一方、“手法”とはその構造の中核を成す「具体的な打ち手」を指すと定義

︣ ḱ
︣ ¬ º
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

前頁の具体的イメージを記載。地域事業づくり会社の組織形態・事業領域や目指す価値によって様々な仕組みが
想定されるが、獲得を目指す経営資本によって一定のパターンが存在

ỆḰ ¬ º ¬ ºḽ

地域事業づくりの資金調達の“仕組み” 地域事業づくりの人材調達の“仕組み”

地域事業づくり会社の目指す「仕組み」は、獲得したい経営資本によって一定の類型化が可能

地域事業
づくり会社

“手法”

組織形態
事業ドメイン

具体的な打ち手
目指す姿と

解決したい課題

V

VV

LP

資金
調達

目指すべき
状態・価値

地域事業
づくり会社

“手法”

組織形態
事業ドメイン

具体的な打ち手
目指す姿と

解決したい課題

目指すべき
状態・価値

23１ 23１

V V V

人材
調達

V

V Ṅ

Â Ḳ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

手法

本実証地域の取組を経営資本を起点に①資金循環型、②人材循環型、③資金×人材循環型、④情報・ノウハウ

循環型の4つのパターンに仕組みを分類。横展開時の1つの考え方として類型化

ỆḰ ¬ º ¬ ºḽ

Â 実証における取組内容（詳細は次章）

人材循環型 情報・ノウハウ
循環型

仕組みの類型

資金循環型
株式会社

インターローカル
パートナーズ

一般社団法人
ドチャベンジャーズ

公益財団法人
東近江三方よし

基金

まちづくりDAO

地域GP×地域ファンド

インパクトファンド

株式会社
GHIBLI

本田屋本店
有限会社

地域水産業支援
スキーム

生活文化・歴史の体験事業化
スキーム

株式会社
竹屋旅館

一般社団法人
前橋まちなか
エージェンシー

スポーツゼブラ
人材育成プログラム

まちづくり人材マッチング

仕組みの類型 手法

資金×人材
循環型

株式会社
湘南ベルマーレ
フットサルクラブ

陸前高田
しみんエネルギー

株式会社

一般社団法人
大和森林管理協会

ú 

地域の人事部
×ソーシャルインパクト

預金制度

︡
×

パートナー制度
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

参考：地域事業づくり会社が獲得し得る経営資本は幅広く想定されるが、本実証ではローカル・ゼブラ企業の取組に
対して、より直接的な支援となるヒト・カネ・情報の獲得を企図した仕組み構築に挑戦

ỆḰ ¬ º ¬ ºḽ Ḳ

¸

¸

¸ ṕ
Ṗ

¸ ṕ Ṗ
¸

¸

¸

¸ CVC

¸

¸

¸

¸MINTO

¸ DAO

¸

¸

¸

¸

¸

¸

¸ ṕ Ṗ
¸Web SNS

Å ṕ
Ṗ

Å

Å IT

Å

Å

本実証で獲得を目指した経営資本のスコープ

人的資本 知的資本 製造資本

社会関係資本

自然資本

財務資本

非財務資本

Å

Å

Å

Â 地域事業づくり会社が資本の出し手（大企業や金融機関等）から調達し得る経営資本の一例



５．実証事業の結果（10地域）



Confidential  - All Rights Reserved - EY Strategy and Consulting Co., Ltd. 30

13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

各実証事業を①事業者概要②実証概要③仕組み概要④今後の課題と打ち手の方向性の4枚に取りまとめ

※詳細は別添の各実証事業者の報告書をご覧ください

ệḰ ḽ

実証概要
課題、仮説、実証内容、成果2事業者概要1

今後の課題と打ち手の方向性Ệ

─10 _

─10 _

ṕ4 ú10 Ṗ

P 類型 事業者 実証エリア

31

資金
循環型

株式会社
インターローカルパートナーズ

瀬戸内地域

36
公益財団法人

東近江三方よし基金
東近江市

41
一般社団法人

ドチャベンジャーズ
五城目町

46
人材

循環型

株式会社竹屋旅館 静岡市清水区

51
一般社団法人

前橋まちなかエージェンシー
前橋市

56

資金
×

人材
循環型

株式会社
湘南ベルマーレフットサルクラブ

小田原市

61
一般社団法人

大和森林管理協会
王寺町、上牧町
天川村、川上村

66
陸前高田しみんエネルギー

株式会社
陸前高田市

71 情報・
ノウハウ
循環型

株式会社
GHIBLI

すさみ町

76
本田屋本店
有限会社

会津若松市

仕組み概要3
─10 _



①株式会社インターローカルパートナーズ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

株式会社インターローカルパートナーズ_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å WHOVAL
Å umika
Å

Å

Å

Å

Å

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

① 企業と地域の共創事業の設計・実装Ḳ
② 地域プロデューサー企業への支援、事業構想の伴走Ḳ

③ 地域人財育成プログラムの企画・実施：

④ ローカル企業に対する投資事業：

業種 ṕ Ṗ

資本金 51

従業員数 3

所在地 3021

実証地域の概要
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6.10

9.60

9.60

ローカル・ゼブラ事業が大企業等へ提供
できるリターンモデルの整理

事業がどのような収益へのリターンをもた
らすか可視化された
ṕ Ḳ Ṗ

実施
内容

ローカル・ゼブラ事業の洗い出し
Å

MTG
Å

企業へ提供できるリターンの整理
Å

株式会社インターローカルパートナーズ_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題 Å

仮説
Å

大企業等とローカル・ゼブラ企業を引き
合わせ、投資実行に必要な要素を洗い
出すカンファレンスの実施

カンファレンスを踏まえた資金提供ス
キームの整理

実証

２
実証

１
実証

３

成果

１

①企業の地域への関わり方は幅がある
②投資意欲があっても一定のIRR がないと投
資に結びつかない
③投資とともに、ローカル・ゼブラ企業に対する
非財務支援（人材・ノウハウ）が重要

成果

2

地域GPがローカル・ゼブラ企業を取りま
とめたうえで、ローカルIPO を出口として
見据えた不動産投資に可能性がある

成果

3

実施
内容

実施
内容

岡山・山口にて大企業等やローカル・ゼブラ企
業を一堂に会したカンファレンスを実施
Â Ḳ12 4 Ẃ
Â Ḳ2 6 Ẃ
Å

Å

ローカル・ゼブラ企業や大企業等との協議から、
新たな投資スキーム案を構想
Å IRR

IRR
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9.00
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株式会社インターローカルパートナーズ_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

VC・大企業

ローカル・ゼブラ企業

…

資本の
出し手

資本の
受け手

地域事業
づくり会社

地域GP*1 ×地域ファンド

目指す
地域価値

地域GPが不動産を取得し、
ローカル・ゼブラ企業に貸出を行うスキーム例

GP

手法

投資対象を不動産に限定することで、
資金使途を明確化し、資金を呼び込み

事業の目利きを行い、ローカル・ゼブラ企業の
投資費用を支援（不動産を貸出）

地域で本業以外の事業を面的展開するローカル・ゼブラ企業

GP*1

A

A

B C

B C

ṕ Ṗ

/

JR

ILP プロデュース
グループ

GP

事業確立後の出口も見据える

GP

* ¹：地域GP：
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株式会社インターローカルパートナーズ_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

今後の課題 今後の打ち手・方向性

フラッグシッププロジェクトの成立

Å

共創・出資・連携など、多様な形での参画

Å

資金の出し手の広がり創出

Å

Å

せとうちパレット・ILP プロデュースグループメンバーとの共創

Å ILP

Å

ṕ Ṗ

ローカル・ゼブラ企業への非財務支援の具体化

Å

ṕ Ṗ

Å

ḱ ṇ

S e l f - P rac t i t i on e r

צּ

ṡ ṇ ḱ Ṣ

 ︡  

ḱ ṇ ṇ

ḱ ṇ

Co - Cre a t i on  In ve s to r

 

ṡ ḱ Ṣ

ṡ Ṣ

ḱ

ṇ

ḱ ṇ ṇ

Commu n i t y  S u ppor te r

ṡ Ṣ

נּ   

EX)
ḱ

EX)
וֹ

EX) ḭ
ṇ



②公益財団東近江三方よし基金
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公益財団法人東近江三方よし基金_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å NPO
Å Team Norishiro
Å

Å 10
Å

Å BASYO
Å Laque
Å ṕKUMINO)

PSI IHI

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

Å地域課題の解決と地域の自然資本を活用した地域の活性化を推進するためのコミュニティビジネス
等の支援を実施

Å支援実績（2016 ～2025 ）：団体数68/ 事業数103/ 支援総額4.5 億円

① 基金的機能： ¬ ṕSIB)ú ú º

② ファンド的機能：
ṕ Ṗ

業種 ṕ Ṗ

基本財産 3 1

従業員数 12 5

所在地 9-19

実証地域の概要

¬保全º LZ
¬活用¬ LZ

支援者

ファンドマネー（出資金）

出資者

東近江三方よし基金

ファンド的機能

インパクト・アウトカムファンドを新設

ハイブリット型資金スキーム
ṕ Ṗ

伴走支援

インパクト評価

環境的価値 社会的価値 文化的価値 経済的価値

基金的機能

¬ ṕSIB)ú ú º

寄付金 休眠預金 遺贈 出資
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

ローカル・ゼブラ企業の活動に関する
簡易デューデリジェンスの実施

ローカル・ゼブラ企業の取組・課題を統合することで、流域に共通する「5つの断絶構造」が明確に
なり、支援を集中すべきポイント（レバレッジ）が可視化された

実施
内容

事業評価のための統一フォーマットを作成

活動の個社ヒアリング

公益財団法人東近江三方よし基金_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題
Å ṕ )

Å

仮説
Å ¬ º

統合分析およびエリア別深掘り 合同ワークショップによる合意形成
実証

２
実証

１
実証

３

成果

１
新ファンドが生む価値を、3つのレイヤー
で整理し、評価設計のたたき台を作成

成果

3

実施
内容

実施
内容

統合分析
Å

ṕṬ
Ṗ

エリア別深掘り
Å 4

Å

合同ワークショップでの検証と合意形成
Å 1/14

Å 4

定めたゴールと理念を軸に、ToCと評価の解像
度を上げ、実装案件形成に着手中
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

公益財団法人東近江三方よし基金_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

ḱ

VCḱ

ḱ

ṇ ḱ

ṏ

︡

וֹ

שּ
ṕ Ṗ

インパクトファンド

︣
三方よし森里川湖インパクトファンドの設立

ṕ Ṗ

手法

ḱ ︣ ṇ ḱ

ḱ ︣

קּ ḭךּ ︢
ṕלּ ḱ Ṗ

ṕ Ṗ

שּוֹ

ḱ

三方よし森里川湖インパクトファンド

（公財）東近江
三方よし基金

NPO・任意団体NPO
LZ

企業

ṕ Ṗ
PSI

ṕSIB)

目指すインパクト自治体

運営会社

ṕGP)
ṕLP)

ア
ク
セ
ラ
レ
ー

シ
ョ
ン
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

公益財団法人東近江三方よし基金_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

今後の課題 今後の打ち手・方向性

運用可能なGPおよびLP候補となる投資家との対話

Å

2026

インパクトファンドの組成

¸ ú ú

¸ ¬ ú ú º 3

ファンドとして介入する地域レバレッジの候補

üLP1Ḳ ṕ Ṗ

üLP2Ḳ ṕ Ṗ

üLP3Ḳ ṕ Ṗ

üLPỆḲ ṕ Ṗ

üLPệḲ ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

最終ゴール

¸

根底におく理念

¸

ToCと評価の解像度を上げる

¸ 5

¸



③一般社団法人ドチャベンジャーズ
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

一般社団法人ドチャベンジャーズ_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å

Å

Å

Å

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

① 指定管理事業Ḳ ṕBABAME BASEṖ
44

② 教育・学習関連事業Ḳ
JICA

30
ADDress

100

業種 ṕ Ṗ

基金 Ể

従業員数 6

所在地
ểểỉ−ể

実証地域の概要
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域が目指す姿（ビジョン）の検討・
策定

結論：“まとめる”発想では機能しない

実施
内容

地域事業づくり会社およびローカル・ゼブラ企業
に よる地域のありたい姿に関する集中討議
Å

Å 4

一般社団法人ドチャベンジャーズ_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題

Å ṕ7,000 52ṾṖ

Å Ṅ

仮説 Å DAO ¬ OSº

DAO を起点とした地域づくりの考え方を
構想

資金支援者獲得に向けた地道な
“草の根”営業

実証

２
実証

１
実証

３

成果

１
自然との共生を掲げる“クマDAO ”構想
の創発

成果

2
地域内外の企業や関係人口から実際に
共感資本を獲得

成果

3

実施
内容

実施
内容

DAO を活用した五城目における地域づくり
フォーマットを策定

Å

DAO

DAO

地域内外の企業へのアプローチと資金調達へ
の先行着手
Å DAO

Å

Å
1

Å ṕ Ṗ

Å DAO ¬ DAOº
DAO

ṕ Ṗ

Å DAO

Å DAO
6社

2社
10 ¬ º

1

Å 50
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

一般社団法人ドチャベンジャーズ_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

ḱ

VCḱ

ḱ

ḱ

ṇ ḱ

ṏ

︡

וֹ

שּ

שּ DAO

Ḳ DAO

︣
“クマDAO ”（五城目版まちづくりDAO ）の概要

手法

β 2026 2

クマDAOの位置付け

V DAO
ṕ Ṗ

資金調達の枠組み

V

出資（会員権の取得Ṗ

事業立上げ・推進資金の提供
地域事業づくり会社による事業伴走支援



Confidential  - All Rights Reserved - EY Strategy and Consulting Co., Ltd. 45

13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

一般社団法人ドチャベンジャーズ_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域に開かれた対話の場を継続的に設けながら、コミュニケーションの
総和を増やす

今後の課題 今後の打ち手・方向性

地域の有力企業や住民といった既存プレイヤを巻き込み、クマDAO
構想の裾野をどこまで広げることができるか
Å Ṅ

Å

取組自体をよりオープンにし、既存の地域コミュニティとの融和を図ることがポイントに

先進事例の視察等を通じたノウハウ・知見の獲得クマDAO 発の最初の事業となる「ジビエ加工場設置プロジェクト」の
円滑な遂行
Å

Å ¬ º

まずは小さく始めながら成功体験を積み、アジャイルに商品や販路の高度化を進める

課題１

課題２

打ち手１

打ち手２

Å

1 2 28

Å

2

1

ểḲ ṏ ṕ2026 3 3 ṖṎABS NEWS NNN

2 web

https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182
https://news.ntv.co.jp/n/abs/category/society/abc9adcc7e88d54c73ad814d61072f0182


④株式会社竹屋旅館
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

① 宿泊施設運営事業

② 宿泊コンサルティング事業
( )

M&A
③ ヘルスケア観光事業
Å ( )

Å ú ú IT
IT ( )

④ スポーツ共創事業

( )

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å

Å

Å

Å

Å

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

業種 ḯ

資本金 10

従業員数 100

所在地 3-27

実証地域の概要

株式会社竹屋旅館_実証事業者概要

株式会社竹屋旅館

①宿泊施設運営事業 ④スポーツ共創事業③-2
観光支援事業

③-1
ヘルスケア事業

株式会社
宿バイザー

➁宿泊コンサル
ティング事業



Confidential  - All Rights Reserved - EY Strategy and Consulting Co., Ltd. 48

13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域の課題・原因分析深堀り

シビックプライド低迷の仮説立案

実施
内容

清水区のシビックプライドの低さ
Å ẑ1

( ) 40%
3%

ẑ1 5 , 

想定される原因
Å

株式会社竹屋旅館_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題 Å

仮説
Å ¬ º

スポーツ事業の可能性検証
スポーツ活用の事業企画人事育成プロ
グラム企画・試行的実施( スポーツゼブ
ラズプログラム）

実証

２
実証

１
実証

３

成果

１

スポーツとの関わりしろを増やすことで、賑
わいや地元への愛着心の醸成につながる
ことを立証( 成果①の仮説検証)

成果

2
プログラムに対する参加申込み企業が5

社、プロスポーツ団体2社の協力が確定

成果

3

実施
内容

実施
内容

スポーツと住民の関わりしろを拡大するための実
証イベントを実施
Å

1day
Å 30

(
40,000 )

スポーツ部員のセカンドキャリア・食育関連の学
生向け実証イベントを実施
Å

スポーツ資源を利用し、十分に収益性を担保す
る事業企画が行える人材を増やすことが清水
区のシビックプライドの向上につながる
Å

Å

受講料を有料とすることで本業に依存せずに持
続性を担保する取組みとした

https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/13150/001004049.pdf
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

株式会社竹屋旅館_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

銀行・信金

VC

ローカル・ゼブラ企業

…

資本の
出し手

資本の
受け手

地域事業
づくり会社

スポーツゼブラ人材育成プログラム

目指す
地域価値

スポーツ資源活用による事業創発人材の育成プログラム

¸MBA 座学ではなく、スポーツ資源( プロスポーツ団体、選手、サポー
ター、施設) を

¸ 若手や将来の経営層向けに
フィールドワークや商品のPoCなどの実践の場を提供

¸ 地元経営者からの実践的なフィードバッ
クを提供

参加者は新規起業だけではく、企画した事業アイ
ディアを自社に持ち帰って実施することで、地域の産業再生、賑わい向上につな
ぐ

手法

スポーツ事業又は地域活性化に積極的に参画したい地域企業

地域企業で働く若手社員や跡継ぎ候補
を呼び込み

事業の立ち上げが可能な人材へ育成
（ローカル・ゼブラ企業の創出・育成）

地域企業
＋地域事業づくり会社
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

株式会社竹屋旅館_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

今後の課題 今後の打ち手・方向性

フォローアップ体制の強化

Å

Å

( 今後の活用の方向性)
有効性が確認された後のプログラムの利用用途の拡大
Å (

)

プログラムの

有効性が未知数

Å

Å

ステークホルダー連携による資金調達( 構想)

Å

Å ( )

Å

Å ẑ1

Å ẑ2

ẑ1 ẑ2 ṕ Ṗ

持続性と拡張性
の検討

Å 8 1 30

https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/57503/20251202005.pdf
https://www.city.shizuoka.lg.jp/s2859/s013106.html


⑤一般社団法人前橋まちなかエージェンシー
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

一般社団法人前橋まちなかエージェンシー_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å

Å

Å

Å

Å

Å

Å dialogue

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

① 商店街の課題解決支援事業Ḳ

② コミュニティハブ運営事業Ḳ
comm

③ 事務局運営・委託事業Ḳ 6
BOOK FES

業種

資本金 0.3

従業員数 5

所在地 2-10 -2 comm

実証地域の概要
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

対象2領域において外部人材が必要な
ポジション及び人材要件を具体化

地域が求める人材要件の特定

前橋に関心を示す域外企業を巻き込む

営業（IR ）資料の整理

域外企業の関わりしろの具体化

実施
内容

人材受け皿機能の検討

前橋共創連携プラットフォーム（MAC）
の運用イメージと提供サービスの具体化

受け皿機能として担うべき役割の検討
Å

マネタイズ手法の検討
Å

一般社団法人前橋まちなかエージェンシー_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題
Å ṕ Ṗ

Å

Å

仮説
Å

実証

２
実証

１
実証

３

成果

１
成果

2
成果

3

実施
内容

実施
内容

アンケート・ヒアリングの実施
Å 2

Å

対象領域・人材要件の特定
Å

2

V

V ID

アンケート・ヒアリングの実施
Å ṕ

Ṗ7
Å

参画ストーリーの検討
Å 2
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

一般社団法人前橋まちなかエージェンシー_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

VC・大企業

ローカル・ゼブラ企業

…

資本の
出し手

資本の
受け手

地域事業
づくり会社

まちづくり人材マッチング

目指す
地域価値

前橋共創連携プラットフォーム（MAC）

MMA

手法

前橋市でまちづくりを行うローカル・ゼブラ企業

地域の課題・困りごとをプロジェクト化し、
企業の関わりしろを提示することで人材を呼び込み

プロジェクトを推進する能力・実績を持つ
最適な人材を派遣

＜地域内企業に提供する価値＞

¸

¸

＜域外企業に提供する価値＞

ẇ /

＜プラットフォームのマネタイズ＞

¸
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

一般社団法人前橋まちなかエージェンシー_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

内側の土台づくりを強化

今後の課題 今後の打ち手・方向性

受入人材と現場との接続

段階的な共通指標の設計

Å ṕKPIṖ

Å

域外企業と地域で共通の判断基準がない

Å ṕ Ḳ Ḳ Ṗ

Å

Å

Å

Å

Å

Å



⑥株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å

Å

Å hibhi

Å JOB HUB
Å

Å

Å

Å

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

A.
F 1

B.業種

資本金 6.55

従業員数 3
ṕ 10 Ḳ Ṗ

所在地 2 7-25 B1

実証地域の概要
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

CSV型事業支援スキームの構築

各ローカル・ゼブラ企業がインパクトレ
ポート作成の基礎を習得すると同時に、
自社の生み出す社会的価値の言語化に
成功

実施
内容

ソーシャルインパクト経営塾の開講

Å

Å

株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題

仮説
Å

スポーツクラブをハブとした
企業の人的資本経営推進の検討

自社の資金調達手法及びローカル・ゼブ
ラ企業の資金調達支援メニューの検討

実証

２
実証

１
実証

３

成果

１

個別の取り組み（点）ではなく、全体構
想（面）として捉え直す方向性を整理
でき、次年度以降の具体的な活動内容
が明確化できた

成果

2

Å 企業の経営課題や社会貢献ニーズ
に合致した提案が可能となった

Å インパクトレポートが融資の与信判
断や関連投資の材料としての活用可
能性が見えてきた

成果

3

実施
内容

実施
内容

地域の人事部構想策定

Å

Å

ソーシャルインパクトスポンサー制度

Å

Å

ソーシャル預金制度

Å

Å

Å
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ_仕組みの概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

銀行・信金

VC・大企業

ローカル・ゼブラ企業

…

資本の
出し手

資本の
受け手

地域事業
づくり会社

ṕ Ṗ

地域の人事部×ソーシャルインパクト預金制度

地域企業

目指す
地域価値

ソーシャルインパクト経営塾
ṕ Ṗ

手法

小田原市域のローカル・ゼブラ企業

新たな預金制度の構築に
よる資金の呼び込み

企業からの受入れ人材や
インターン生の派遣

地域課題解決に関心のある
人材の呼び込み

インパクトを活用した
投融資の加速

1

1

2

2

① 地域の人事部
Å FC HUB

Å

② ソーシャル預金制度（仮）
Å ṕ Ṗ

Å
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

今後の課題 今後の打ち手・方向性

持続的な事業運営に向けた整備

Å

営業人員の確保

Å 1

連動した取り組み体制の構築

Å

ソーシャル
インパクト
経営塾

ソーシャル
インパクト

スポンサー制度

地域の人事部

既存の預金制度との差別化

Åソーシャル
預金制度

事務局体制の構築と新たな資金調達手法の確立

Å

営業手法の効率化と人員確保

Å

Å

情報共有プラットフォームの構築

Å

与信判断にインパクトレポートを活用

Å



⑦一般社団法人大和森林管理協会
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

大和森林管理協会_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å

Å

Å

Å

Å

ÅSHINRA COMPANY
Å TOMOSU
Å SUNABA

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

① 陽楽の森事業Ḳ
② 森林調査評価事業Ḳ J

③ 市町村林政支援事業・研究コンサルティング事業Ḳ

④ 温浴施設運営事業Ḳ
⑤ 吉野山主有志の会事務局支援事業Ḳ

J-

業種

基金 2.2

従業員数 13

所在地 88

実証地域の概要
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

大和森林管理協会_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題
Å 350

Å

仮説
Å ṕP62 Ṗ ṕ Ṗ

大和森林文化経済圏の構想と
オープンイノベーションの展開

事業化・資金調達支援スキームの検討
ビジョンステートメントと
インパクトマップの構築

実証

２
実証

１
実証

３

令和8年度以降の本格稼働を目指す8プロ
ジェクトを創出

成果

１

地域金融機関、パートナー企業と連携し、
以下、２プログラムを開催予定
❶伴走支援者発掘・育成プログラム
❷担い手発掘プログラム

成果

2

大和森林文化経済圏の課題構造マップ

本構想における事象の連なりを長期的な
時系列で整理したインパクトマップ

成果

3

実施
内容

「森林自然資本マネジメントフォーラム」の実施
Å

Å

ṕ Ị Ṗ

「森林周縁事業創出ラウンドテーブル」の実施
Å

Å

ṕ 8 Ṗ

実施
内容

実施
内容

ローカル・ゼブラ事業( 候補) 者へのインタビュー
Å 3

Å 1

事業化・資金調達支援スキーム検討会の実施
Å

実証①の結果を体系化
Å

Å

ビジョンステートメントとインパクトマップの策定
Å

Å
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

大和森林管理協会_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

ṕ
Ṗ

ḱ

VCḱ

ḱ

ṇ ḱ

ṏ

︡

וֹ

שּ
︡ ú

ṇ ṇ

︣ ṇ ḱ

ṇ ḱ

ṧ
ṧ שּ

ṇ ḱ

︣

1

森林を活用した事業を創出する事業者と
その支援者育成を同時に行うプラットフォーム

大企業や地域中堅企業向けのパートナー制度
3

ṇ ṇ

1

2

2

プラチナ（数百万円～）

Å

Å

Å

Å

ゴールド（数十万～数百万円）

Å

Å 1
Å

シルバー（～数十万円）

Å ṕ Ṗ
Å

ÅHP

②担い手発掘プログラム
1

ẇ

①伴走支援者発掘・育成プログラム

ẇ

テーマ例 狙い（目的）

(
)

Å

Å

ẑ

Å Ṋ Ṋ

テーマ例 狙い（目的）

Å

Å

手法

1

手法

2
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

大和森林管理協会_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

県内企業へのコンセプト検証

Å

今後の課題 今後の打ち手・方向性

自社ブランド価値訴求による販売活動

Å

個別アプローチによる事例づくり

Å

Å 1

関係機関との補完による面的支援

Å

定期コンテンツの配信

Å Podcast

定期イベントの開催

Å 1 1 Barṕ
Ṗ

森
林
の
多
面
的
価

値
創
出
に
繋
げ
る

事
業
創
出

起
業
・
事
業
化
支
援

環
境
の
構
築

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン

企業向け共生ソリューションの展開

Å

吉野林業クレジットの販売網確立

Å

資金調達スキームの多様化と検証

Å

ṕ Ṗ

多層的な人的基盤の拡充

Å

可視化ツールの活用による共創促進

Å

「開かれた場」の日常化と参画門戸の拡大

Å

β



⑧陸前高田しみんエネルギー株式会社
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

陸前高田しみんエネルギー株式会社_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å

Å

Å

Å

Å

Å

Å

Å

A) エネルギー事業
¸ 電力小売事業： 47 18
¸ 再生可能エネルギー導入促進事業・省エネ支援事業Ḳ

B) 地域づくり事業Ḳ業種

資本金 10

従業員数 21

所在地 ễṨể

実証地域の概要

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

陸前高田
しみんエネルギー

地域事業者

地域住民

ṕ Ṗ ṕJ Ṗ

めぐるまち共創ラボ

地域課題の解決に資する具体プロジェクト

2

3
共感喚起

1

ṕ Ṗ

Ṅ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

陸前高田しみんエネルギー_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題
Å 3.11

Å

仮説
Å

ヒアリングを通じた地域の実態やニーズ
の把握

陸前高田しみんエネルギーの関わり方の
検討

場・コミュニティとしての「めぐるまち共創
ラボ」のトライアル

実証

２
実証

１
実証

３

課題解決に意欲がある人はいるものの
分野間連携が不十分である実態が判明
協働して課題解決に取り組むための土壌
となる場・コミュニティのニーズを把握

成果

１

従来の「直接介入型」とあわせて応援電
力プラン等の「伴走支援型」も企図
また、地域課題解決事業を創出するプロ
グラムオフィサーの役割も目指す

成果

2
9割程度の参加者から次回以降の参加
を希望する声を取得

成果

3

実施
内容

先進地域の視察
Å

ṕ Ṗ
V

ṕ Ṗ
V

ṕ Ṗ

陸前高田しみんエネルギーの関わり方の検討
Å

実施
内容

個別ヒアリング
Å Ṅ 15

Å

課題構造マップの作成
Å

実施
内容

「めぐるまち共創ラボ」のトライアル
Å Ṅ

Å
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13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

陸前高田しみんエネルギー_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

ḱ ḱ

ḱ

VCḱ

ḱ

ṇ ḱ

ṏ

︡

וֹ

שּ
ú

ṧ שּ

︣

1

めぐるまち共創ラボ

ễ ể

地域応援電力プラン

1

2

2

手法

1

手法

2

ṇ ḱ

地域課題解決を志向する
プレイヤを呼び込み

ローカル・ゼブラ企業
への事業資金助成

ローカル・ゼブラ企業を
発掘・育成

地域住民・地域企業
からの売電収入
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

陸前高田しみんエネルギー_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

今後の課題 打ち手

”地元想い消費”のメインストリーム化

Å

Å

チャレンジを創発する土壌づくり

Å

Å

省エネ診断・支援

Å

Å 省エネによって買電量を減らしトータルコストを下げる

太陽光及び蓄電池の導入

Å PPA

Å 系統からの買電量を減らし 電
気代削減を実現

市民との対面接点を拡大するための「たまり場」設置（※検討中）

Å

MVNO ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

Å

市民との対面接点拡大

課題の発掘から解決に至るまでのプロセスを伴走する「仕掛け」の導入

Å

「プログラムオフィサー」としての能力を高める

̔ ằẚχ◕ Єϴϯ
ʾ῝Ặ☼ ʿ100̋
ʾⱧỘ ʿ70˗700ּזˢ10%ˣ
ʾԁ ᴪ ʿ50˗7,500
ˢ0.6%ˣ
῝ẶʾЀЬвИГϰχ †Υ׃
ԍτσϥ᾽ẁ

ם̔ ẐΥ ρσϥ᾽ẁ



⑨株式会社GHIBLI
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

GHIBLI _実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _ GHIBLI

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

GHIBLI

実証地域

Å

Å

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

① 水産商社事業Ḳ
toB toC EC

② 地域伴走事業Ḳ6

③ 発信・教育事業Ḳ
業種

資本金 2

従業員数 10

所在地 1015 -15

実証地域の概要

99

GHIBLI

A: 水産商社事業

EC

B: 地域伴走事業

C: 研修事業

ローカル・ゼブラ企業育成プログラム
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

GHIBLI モデルの体系化・マニュアル化

GHIBLI の活動の体系化が進み、地場ローカル・ゼブラ企業が漁村復
興支援の意義・目的などの理解を進めるツールとしてマニュアルが機能

実施
内容

GHIBLI モデルの体系化
Å GHIBLI
Å

Å GHIBLI

ノウハウ共有のためのマニュアル・テキスト等の作成
Å

GHIBLI _実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _ GHIBLI

課題
Å

Å¬ º º º

仮説
Å GHIBLI

GHIBLI

OJTの場としてのスタディツアー実施
実証

１
実証

２

成果

１
漁業者のモチベーション向上の場としてスタディツアーを活用することの難
易度の高さと必要性を地場ローカル・ゼブラ企業に実感してもらえる場に
ṕ Ṗ

成果

２

実施
内容

スタディツアーの企画・実施
Å

GHIBLI

Å
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

GHIBLI _仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _ GHIBLI

VC

ローカル・ゼブラ企業

…

資本の
出し手

資本の
受け手

地域事業
づくり会社

地域水産業支援スキーム

目指す
地域価値

GHIBLI モデルを各産地で再現できる
地場ローカル・ゼブラ企業の育成に向けた”スタートダッシュセット”

手法

地域企業
＋地域事業づくり会社

水産業領域のローカル・ゼブラ企業

基盤地域等での取組経験をアセット化

漁獲物の手当の方法や
6次産業化のノウハウ、販路等のコネクションの提供

①ノウハウ共有のための育成ツールの提供
GHIBLI

OJT

VGHIBLI

動画 マニュアル

V LZ

V

( )
V

テキスト

V

(
/

)

②GHIBLI の販路/ ブランドの提供
º º

GHIBLI /

1  GHIBLI GHIBLI
GHIBLI

2  (GHIBLI ) MD GHIBLI
GHIBLI
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

GHIBLI_ 今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _ GHIBLI

地場ローカル・ゼブラ企業の具体的な育成ロードマップ・各段階における
育成手法の設計

Å

Å

V 1on1

V

V

今後の課題 今後の打ち手・方向性

GHIBLI モデルの再現に向けた具体的なプログラム設計

Å

Å GHIBLI

実践に向けたヒントとなる、地域課題や漁業者タイプによる類型ごとの
事例の提供

Å GHIBLI 21

Å GHIBLI

マニュアルの活用性向上に向けた内容拡充

Å

Å

ノウハウを共有し合う地場ローカル・ゼブラ企業コミュニティの形成

Å /

学びの増幅・加速化に向けた地場ローカル・ゼブラ企業の横連携促進

ÅGHIBLI
GHIBLI



⑩本田屋本店有限会社
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

本田屋本店有限会社_実証事業者概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

地域事業
づくり会社

ローカル・
ゼブラ企業

連携事業者

実証地域

Å

Å SATORU

Å AiCT
Å

地域事業
づくり会社

の
事業内容
ẑ

Ḳ

① 地域商社事業Ḳ EC

② コンサルティング事業Ḳ

Society5.0

業種

資本金 ễ

従業員数 10

所在地 5-73

実証地域の概要

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

仕組みの目指す価値

Community Office
事業

ṕ Ṗ
&

本田屋本店

地域商社事業

EC

コンサルティング
事業

SATORU
AiCT

DAO

ṕ Ṗ
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9.00

9.00

6.10

9.60
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本田屋本店有限会社_実証概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

課題

Å (2011) OS AiCT (2021)
CSVṕ Ṗ

Å

仮説
Å º *º

Å

社会課題解決と「関係性の土壌」づくりの両立を目指した仕組みの検討

「伝統・文化」、「自然」、「暮らし」を軸とした体験を入り口とし、中長期的な関与を促すこと
で地域コミュニティの維持・発展を進める仕組み（≒現代版「結」）を構築

実施
内容

「結」の考え方に基づく「関係性の土壌」づくりの方針を検討
Å ṕṬ Ṗ

ṕṬ Ṗ ṕṬ Ṗ3

コミュニティに参画したくなるような体験づくり
Å ṕṬ Ṗ3 ṕ Ṗ
Å

体験参加後に地域の中で関係性を深めていく仕組みの検討
Å DAO

地域ワークショップの実施
Å

全国の他地域への展開可能性の検討
実証

２
実証

１

成果

１

地域企業が従業員の福利厚生を目的に出資する
「地域版福利厚生」スキームに加え、予約データを
活用した地域のデジタルインフラとの連携等、
他地域で実現可能なモデルを確認

成果

2

実施
内容

他地域でも実現可能な体験参加者と資金の出し手の検討
Å

都市OSとの連携可能性の検討
Å

AiCT

*Ḳ ṕ Ḳ Ṗ



Confidential  - All Rights Reserved - EY Strategy and Consulting Co., Ltd. 79

13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

本田屋本店有限会社_仕組み概要

ệḰ ṕ10 Ṗ _

VC・大企業

住民

ローカル・ゼブラ企業

…

資本の
出し手

資本の
受け手

地域事業
づくり会社

生活文化・歴史の
体験事業化スキーム

地域企業
＋地域事業づくり会社

目指す
地域価値

地域資本の体験を入り口とした関係性深化

¸

Community Office
V 体験コンテンツの開発ṕ

Ṗ
V 体験コンテンツの掲載、マッチング管理
VDAO 継続的な関与の

支援
V会津若松スマートシティとの連携

仕組み

会津地域のローカル・ゼブラ企業

地域の伝統、自然等を体験事業へ昇華する
事業組成のノウハウ、デジタルツールの提供

地域内で受け継がれてきた伝統や知恵
マッチングシステムや都市OSなどのデジタル基盤
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本田屋本店有限会社_今後の課題

ệḰ ṕ10 Ṗ _

今後の課題 今後の打ち手・方向性

AiCT 観光WGのサブWGの中で、地域インフラを活用した体験拡充を議論

Å

Å

V Ḳ

V Ḳ ṕ Ṗ

関係人口の創出や投資ポイントの発見に繋がる体験ラインナップを充実させる

Å

Å /

まずは「あいづ漆ツーリズムDAO 」の計画を具体化し、今後は体験の分野ごとに
必要なDAO を立ち上げ、中長期的な関与が可能な形を目指す

Å DAO

Å

DAO

中長期的な関与を促進する手段の1つであるDAO をどのように設計するか（関
係性の深化）

ÅDAO  DAO

事業内容の継続的な発信と地域の組織・人材の巻きこみ

Å WS

Å AiCT WG WG

推進体制の強化が必要

Å

Å ṧ͠



６．実証事業から得られた示唆
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本章では、地域事業づくり会社がどのように仕組みを構築していくのか、本実証から見えた手がかりを体系的にまとめ、
後発地域の見本・参考となることを目的とした整理を行う

ỈḰ

事業者適格

１

２

地域事業
づくり会社

目指す
状態・価値

【再掲】

地域事業
づくりの

“仕組み”

仕組み
づくりの
要件

地域事業づくり
会社成立要件

︣ ḱ
︣ ¬ º

ビジョン構想

地域の絵姿３

横展開7

地域事業づくり会社＜全国型＞

Â 地域事業づくり会社が“仕組み”を導出するための要件・要素を7つに整理
ṕ Ṍ Ṗ

ビジョンを実現する手法の設計

座組の形成

資本の循環設計

事業価値の創造支援

４

５

６

ṕ Ṗ

Ḳ
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地域事業づくり会社が仕組みを構築するうえでの論点を、実証事業者の現状をふまえて既出の7つの観点から設定

ỈḰ Ṏ

実証事業を通じて明らかになった地域事業づくり会社の現在地（問題認識）

手法の設計ビジョン構想

ễ

ゼブラ群との連携は道半ば

Ṅ

ệ

資本呼び込みスキームの
試行錯誤段階

Ỉ

地域事業づくり会社の価値
として必要性は定着

ゼブラ企業が掲げる地域ビ
ジョンの構想と巻き込みに

難儀

横展開

7

経営体力と拡大の志向性
の有無が重要

Â 地域で一致した統一
的なビジョンが必要な
のか

Â ゼブラ企業が掲げるビ
ジョンは如何に形成さ
れるのか

ףּ
וֹ

Ệ

Â 如何に地域の座組が
形成されるのか

Â 他の地域プレイヤの社
会性への意識を高め、
巻き込むことで、いかに
ゼブラコミュニティの裾
野を広げられるか

Â 資本を継続的に獲得し、
地域内での持続的な
仕組みを構築するため
に、どのような要素が
必要か

Â 価値創造機能（企画
や伴走）を具備した地
域事業づくり会社の
支援機能はどのような
ものか

Â 地域事業づくり会社の
事業モデルが全国型に
至るポイントはなにか
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Â 如何に地域の座組が形成されるのか
Â 他の地域プレイヤの社会性への意識を高め、巻き込むこ

とで、いかにゼブラコミュニティの裾野を広げられるか

¸ 社会的・公益的視座 社会的事業の成功体験
人をつなぐ場

¸ ṕ Ṗ
既存の地域プレイヤの社会性への意識を高めることも肝要

Â 資本（特に人材・資金）を継続的に獲得し、地域内で
の持続的な仕組みを構築するために、どのような要素が
必要か

¸インパクト集約：【資金・人材】

¸インセンティブ設計：
V【資金】❶インパクト可視化＋ストーリー化❷地域波及効果の見える化❸財務・非財務価値の再設計

V【人材】¬ º ¬ º¬ESGº
¸人材要件定義の重要性：【人材】

Â 地域で一致した統一的なビジョンが必要なのか
Â ゼブラが掲げる地域ビジョンはどのように策定されるか
Â ゼブラが掲げる地域ビジョンの理解を無関心層/ 潜在層

にどのように深めていくか

¸ 2 2つのビジョンを建設
的に統合し、公助に頼らない地域ビジョン

¸ 共通する危機感や目指す姿への共感によって形成
¸

ゼブラ事業を営む企業等を巻き込み、プロセスに関与させることでビジョン共感者の拡大に繋げる

Â 価値創造機能（企画や伴走）を具備した地域事業づく
り会社の支援機能はどのようなものか

¸ 事業の企画・リブランディング（価値の翻訳）、オペレーション支援、資金・評
価までを一気通貫で支える“土着の伴走支援º

Â 地域事業づくり会社の事業モデルが全国型に至るポイン
トはなにか

¸

¸ 蓄積された暗黙知をいかに丁寧にノウハウへ昇華させていくか

地域事業づくりの目指す仕組みを構築する各要件に対して、示唆・仮説を初期的に整理

ỈḰ Ṏ

座組の形成

ビジョン
構想

資本の循環設計

事業価値創造支援

手法の
設計

横展開

P.85Ṍ88

P.89Ṍ95

P.96Ṍ112

P.113Ṍ117

P.118Ṍ122

主論点 実証を通じて得られた学び・示唆



ビジョン構想
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地方公共団体が掲げる地域ビジョン

地域におけるビジョンの在り方は、主に「ローカル・ゼブラ企業が掲げる内発的で多様なビジョン」と「地方公共団体が掲
げる地域ビジョン」の2つがある。双方は対立構造ではなく補完する関係である

ỈḰ Ṏ

地方公共団体が掲げる地域ビジョンの特徴ṕ Ṗローカル・ゼブラ企業が掲げるビジョンの特徴ṕ Ṗ

起点：地域内発的
Å Ṅ
Å NPO ボトムアップ

ビジョンの対象範囲：具体的・ミクロな領域
Å ¬ º ¬ º

効果：地域の中に“行動・活動”と“つながり”を広げる

起点：地方公共団体主導
Å

Å

ビジョンの対象範囲：広域・マクロなテーマ

Å ¬ º ¬ º

効果：地域運営の“基盤”としての安定・公平・長期性を支える

理想的な地域におけるローカル・ゼブラ企業が掲げるビジョンと地方公共団体が掲げる地域ビジョンの在り方

共通の問題認識から“ビジョン“が生まれる

地域内発的且つ多様なビジョン

A
C

B

P
o
in

t

!

明確に定義されている地域ビジョン

対立ではなく、補完しあう関係が理想

¸

¸

¸
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ビジョン構想における地域事業づくり会社の役割は、ローカル・ゼブラ企業のビジョンや想いをまとめて行動指針を示すこ
とである。その実効力を伴うためには、潜在・無関心層の巻き込みと共感が重要

ỈḰ Ṏ

類似の取組みを行っている事業者同士が群れ始め、自然
にコミュニティが形成される

ビジョン構想における地域事業づくり会社の役割

Å 地道に拾い上げ、
言語化 ṕ場づくりや対話 Ṗ

Å ゼブラの群れを取り纏める

Å 潜在的には同じ危機感を
持つ周辺のプレイヤの巻き込み

Å 行動指針に落とし込むṕ
Ṗ

取りまとめ

拾い上げ

ṕ Ṗ

行動指針化

コミュニティ拡大のプロセス

¸

コミュニティ化していく

¸ 取組のインパクトが
限定的

¸

コミュニティ化

停滞・硬直化

コミュニティ拡大

¸一見ゼブラコミュニティとは縁が無さそうだが、実はゼブラ志向
の強い活動を従前より実施している地元企業や金融機関

¸ “自分ごと化”

地域内発的な多様なビジョン

A

C
B

地域事業づくり会社

場づくり・言語化

P
o
in

t

!

ビジョンの合意
形成

取組の限界が見え始め、コミュニティの拡大を企図する

説得性の高い地域ビジョンの策定と理解促進を行うことで、
新たなプレイヤを巻き込み（ゼブラへの関心の向上）

地域内で内発的かつ統一的なビジョンが形成されていく
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統一された地域ビジョンの策定に近道はなく、地道に地域を巻き込むことが重要であり、作成プロセスに関与することで
ビジョンが自分事化する。さらに、ビジョンをあらゆる場で発信し続けることで、解像度が向上し、覚悟につながる

ỈḰ Ṏ

大和森林管理協会

前橋まちなか
エージェンシー

過去取組を棚卸

ビジョン策定過程で10PJ 策定

ビジョン策定/
公表

更なるPJ

ṕ Ṗ

行政・民間
の巻き込み

専門家・協業者・
支援者の巻き込

み

必要性認識 巻き込み 分析

ビジョン策定/
公表

言語化 策定・公表 運用

Â 統一された地域（領域）ビジョンの策定プロセスのポイント

地域・関係者の巻き込み

Å

多様な主体を参画させ、
地道に対話を続けることが不可欠

Å 関係者の「当事者意識」を
醸成

Å それぞれの立場に期待す
る発言や視点を事前に明確

Å

ビジョン発信の継続

Å

Å あらゆる場を活用

解像度を高めていく
Å

関係者間に共通の覚悟を醸
成

Å 新たな協働者も生まれ
実現に向けた推

進力が強化

実践を伴うビジョン

Å

「実際に何が変わるのか」が実感されにく
い課題

Å 策定と並行して実証や協働プロジェクトを
開始 ¬ º

Å

“手触り感”・
“実在感”を地域内に醸成 協働の裾野が拡大

発信の継続

発信の継続

ポイント❶ ポイント❷ ポイント❸

地域事例



手法の設計｜座組の形成
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事業起点パターン

想い起点パターン

ṌṌṌ ṌṌ ṌṌṌ ṌṌ

実証地域が地域事業づくり会社として本事業に申請する過程から、どのようにローカル・ゼブラ企業との関係性・ネット
ワークを育み、座組を確立してきたかを分析。導出された共通性の高い座組形成プロセスは主に3つ

ỈḰ Ṏ

Ex.

Ex.

ךּ

公益財団法人

第三セクター

（地域起こし協力隊発）

中間支援団体

地域企業の
共同出資会社

・・・

老舗の地場中小

スポーツ団体

地域の資産家・地主
による新法人

・・・

ṕ Ṗ

社会的・公益的
視座の確立

形成プロセス①

社会的事業の
成功体験

形成プロセス②

שּ

︡

人をつなぐ場の創出ṕ / Ṗ
形成プロセス③

社会的事業の
成功体験

形成プロセス②

ṕ Ṗ

社会的・公益的
視座の確立

形成プロセス①

人をつなぐ場の創出ṕ / Ṗ

形成プロセス③

2つのパターンの特徴と可能性
ṕ Ṗ

Â実証地域の申請に至るプロセスから、座組形成* ¹に至るキーファクターの導出を試行。共通プロセスとして見えてきたのは、①社会的・公益的視座の確立、②社会的
事業の成功体験、③人をつなぐ場の提供。多くの地域は座組形成の経過において、この3つのプロセスを踏んでいる可能性が高い

Ṯ ṯ

*à
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参考：実証地域における座組形成プロセス（東近江三方よし基金）

ỈḰ Ṏ

フェーズ

具体的
取組

補足
ポイント

社会的・公益的視座の確立
地域課題と資金循環の議論 コミュニティ基金の設立

2009 年ˈ2010 年

Å2009
25

Å

多様な市民参加によるビジョン
形成

ṕ
Ṗ

Å

Å

地域の課題と資金循環の議論
を深める

Å2014

Å2016

コミュニティファンド検討会と準
備会による合意形成

社会的事業の成功体験

Å2016
300

ṕ722 Ṗ

ÅSIB

市民主導の寄付による基金設
立と多面的な市民事業支援

2010 年ˈ2014 年 2014 年ˈ2016 年 2016 年

人を繋ぐ場の提供

¬ º

Å

Å

Å

成果報告会を起点としたゼブラ
コミュニティのネットワーキング

2020 年頃～
地
域
事
業
づ
く
り
会
社
と
し
て
本
実
証
に
参
画

社会インパクトの拡大を目指し、関係者座組の拡大と再定義に着手

Ḳ Ḳ Ḳ

Â
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参考：実証地域における座組形成プロセス（抜粋）

ỈḰ Ṏ

一般社団法人
ドチャベンジャーズ

BABAME BASE Ṅ
DAO

株式会社
竹屋旅館

MBA
Ḵ

株式会社湘南
ベルマーレ

フットサルクラブ

J
44

Ṅ

B1ṕ Ṗ

ú

陸前高田
市民エネルギー

株式会社

Ṅ

3

Ṅ

Ḳ Ḳ Ḳ

一般社団法人
大和森林管理

組合

ṕ14 Ṗ

ṕ Ṗ

PJ

想
い
起
点

事
業
起
点
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地域事業づくり会社を核としたローカル・ゼブラ・コミュニティが一定確立されているなかで、本実証では当該コミュニティ
と地域企業や住民をいかに融和させ、更なるコミュニティの拡大を図っていくかが1つの課題となった

ỈḰ Ṏ

形成されたゼブラ・コミュニティを地域に融和し、
どのように裾野を広げていくかが次の課題

地域企業

地域住民

実証中に生じた問題意識

Â

Â

Â

地域（既存企業・住民）と目線を合わせ、どのような
地域の姿を目指し取組を進めているのか、取組の狙いやコミュニティの行動理念を丁
寧に説明する必要性

より実効的な仕組みを構築するために既存のローカル・ゼブラ・コミュニティを
2つの観点から更に進化させる必要がある

観点①：地域企業へのアプローチ 観点②：地域住民へのアプローチ

P.94 P.95

Ṅ
地域住民のローカル・

ゼブラに対する理解
既存の地域企業のローカル・ゼブラ

への変容

ローカル・ゼブラ・
コミュニティ
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本実証では、2 つの地域から既存企業がゼブラに変容していく手がかりを確認。現場から聞こえてきたのは、ゼブラと
いう概念は決して自社の取組と遠い存在ではなく、地域を豊かにすることが自社の成長に繋がり得るという企業の声

ỈḰ Ṏ ṕ Ṗ

地域企業が実践する“社会に良いこと”の言語化にチャレンジ
ṕ Ḳ Ṗ

ゼブラの概念に触れる・理解する

Case.1

V ¬ º

V

Â

問題意識

具体的取組 地域企業の声

単なる製造小売業でもなく、
CSRでもない地域を巻き込み、地域を発
展させるCSVシェアードバリューがあること
に気づいた

小田原を代表する経済・社会循環の
要として視座をシフトアップ

経済的のみならず“社会的”スポンサーとして転換。今後もベルマーレを支援へ

地域企業にインパクト経営塾を開講

Å

Å

スポーツを触媒として地域企業によるローカル・ゼブラ事業を創発する
ṕ Ḳ Ṗ

新たなゼブラ創発を後押しする

Case.２

問題意識

具体的取組 地域企業の声

スポーツゼブラズプログラムの立上げ

Å

¬ º

Å

ṕ
0 Ṗ

志すを一にする仲間と同じ視座で
活動することが重要

志を同じくする仲間と
時間や体験を共有した

小さな動きからでも、同じ視座で行動する
仲間が増えれば、きっと地域は豊かで誇れ
る場所になっていくと確信

4月開始予定の第1期生は既に8社の地域企業から申し込みあり

V ¬
º

V ¬ º

観点①：地域企業へのアプローチ
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地域住民の巻き込みについては、各実証地域がそれぞれの方法で試行錯誤。その中から信頼関係構築に係る示唆と
なりそうなエッセンスを4つに分類し、実際のアクションと合わせて整理

ỈḰ Ṏ ṕ Ṗ

信頼性

¬ º
β

継続性

¬ º

親密さ

¬ º

利他性

Â ¬ º

Â

Â

Â

Â ¬ º º
º

Â

Â¬ º

Â

Â¬ º

Â

Â¬ º

Â

本実証の中での実例信頼形成要素の詳細住民との信頼形成要素

Â

Â

Â

Â DAO

Â

Â

Â

Â

Â

Â

Â

Â

Â

Â

観点②：地域住民へのアプローチ



手法の設計｜資本の循環設計
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資本の循環設計に向けて、地域事業づくり会社の役割としてはインパクトの集約に加え、インセンティブ設計、人材要
件定義（人材の循環のみ）が重要になってくる

6. Ṏ

地域事業づくり会社

大企業等

Å

Å

Å

事業管理

事業推進

ṕ Ṗ

事業性 社会性

地域事業づくり会社

LZ LZ LZ LZ LZ

民間 公共

A. 資金の循環設計における課題 B. 人材の循環設計における課題

●資金

●人材

インセンティブ設計

●資金

●人材

インパクト集約

●人材

人材要件定義
LZ LZ LZ LZ LZ

PJ



手法の設計｜資本の循環設計｜A.資金循環
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既存のエクイティ・デッドでの調達手法は必ずしもローカル・ゼブラ事業において調達しやすい環境ではなく、応用的な
調達手法の工夫が求められる

6. Ṏ ḽA.

調達手法
の特徴と

現状

デッド（地域金融機関など）エクイティ（企業・VCなど）

Å 信用リスク
を超えた資金提供は根本的に困難

Å 『社会性』はあくま
でも補助的な要素

Å

Å 『社会性』は、補助的な
要素に過ぎず、『経済性』を原則とした投
資判断

Å インパクトVCなどの投資機関においても最
低10～15％以上のIRRを

Å

事業シナジーや財務面以外のメリットを明
らかにすること

助成金（補助金・寄付）

Å

Å 目的・用途・期間が固定

Å

事務的コスト

既存の金融の仕組みにはない、資金提供者に対する“インセンティブ”を工夫した資金調達方法が求められる

β 2
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ローカル・ゼブラ企業は十分な収益性の確保が難しい中、インパクトや収益への波及効果の可視化、財務・非財務価
値の再設計といった戦略により、資金獲得の実現性を高めることできる

6. Ṏ ḽA.

地域事業づくり会社及びローカル・ゼブラ企業における
インセンティブの構造

収益への波及
効果を可視化

資金

社会的
インパクトの可視化

1

Â間接価値2

Â

3

資金調達におけるインセンティブ設計の工夫

財務価値

非財務価値

ṧ

Â直接価値3

社会的
インパクトの可視化

＋
ストーリー化

1

収益への
波及効果の可視化

Â間接価値2

財務・非財務価値*1

の再設計

Â直接価値3

Å

Å 公的資金
や寄付的資金の獲得

P.102

Å

Å インフラ企業などの地域全体の波及効果によって実業
が潤うビジネス構造

β Ḳ

P.103

Åリスクを低減する投資モデルや非財務価値*1 の提供

Å 企業等から
のより大きな投資獲得

Åまた、個人からの余剰資金獲得
P.104*2

CSR

*1 Ḳ
Ṗ

*2 
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地域事業づくり会社がローカル・ゼブラ企業を取りまとめ、投資の受け皿を作ることで、インパクトの最大化やIRRの確
保といった効果を通して投資を受けやすい環境を構築できる

6. Ṏ ḽA. ṕ Ṗ

インパクト最大化の事例（三方よし基金） IRR確保の事例（インターローカルパートナーズ）

課
題

実
施
事
項

Å Ṅ IRR

Å

Å ṕ Ṗ
Å ṕ Ṗ

三方よし基金

インパクトファンド
インパクト及び投資規模を合算し
共感する資本を呼び込む

共通活動の可視化による相乗効果の創出

地域GP*¹

3000 Ṍ1

IRR2Ṍ5%

EX)

50 Ṍ 1000

ךּ

EX)

投資会社等 Å 全体で一定のIRR

Å GP

地域の面でのインパクト創出するための地域事業マネジメントを実施

調達環境の
課題

Å

* ¹：地域GP：

Point

インパクト集
約の方向性

地域における資金の受け皿となる機能（インパクト集約機能）整備が必要
① 地域インパクトの最大化：
② IRR（収益性）確保： IRR
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活動の地域インパクトをロジックモデルで可視化したうえで、地域が目指したいビジョンや、インパクトストーリーをセット
で活用することでローカル・ゼブラ事業への共感による経営資本の呼び込みにつながる

6. Ṏ ḽA. ṕ ṧ Ṗ

インパクトレポート作成支援事例（湘南ベルマーレフットサルクラブ） インパクトマップ作成支援事例（大和森林管理協会）

単なる整理に留めず、構想への
共感者（起業家、地元・大企業、
行政、金融機関など）を拡大す
るため、情報発信やカンファレン
スで「コミュニケーションツール」と

して活用予定

域内外のパートナーの参画を
呼び掛けるため活用

また、将来的な融資評価として
の活用についてもさがみ信金と

協議

Â

Â 理解は深化しても共感が生まれない

Âローカル・ゼブラ事業への共感による経営資本（助成金・CSR資金）を呼び込むには、 地域が目指したいビジョンや、インパクトストーリーを
セット

社会的インパクトの可視化＋ストーリー化
1
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*1 

資金提供企業に対する収益への遅効的な効果を明確化することで、企業からの投資呼び込みの説明に活用

6. Ṏ ḽA. ṕ Ṗ

波及効果整理事例（インターローカルパートナーズ）

持続可能な産後ケア施設の運営
ṕ W*1Ṗ

2

① 良質なケア環境をもつ施設整備：

産後ケア事業者の資金負
担を軽減し、良質な施設

② 子育て層にリーチできるPF構築：

子育て
層に必要な情報やサービスを適切に届ける
プラットフォームを構築

資金の出し手である
企業の収益への貢献

事業が直接生む
アウトプット

事業のアウトプットが
地域にもたらす効果

直接的に事業に影響するインフラ企業や、地場の企業

収益への波及効果の可視化
Ễ



Confidential  - All Rights Reserved - EY Strategy and Consulting Co., Ltd. 104

13.300.0013.30

9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

IRRが低いローカル・ゼブラ事業への投資資金を呼び込むためには、リスク低減や価値の最大化が重要

6. Ṏ ḽA. ṕ Ṗ

新たなエクイティスキームの整理 不動産×非財務を活用した投資スキームの事例（インターローカルパートナーズ）

投資会社

地域GP

地域不動産

投資会社

地域GP

地域事業者・市民

事
業
立
ち
上
げ
時

事
業
確
立
後

IRR

方向性①
リスク低減

方向性②
価値

最大化

アセットを活用したリスク低減

リスクの低
い対象へと投資対象

β
ṕ Ṗ

非財務価値の提供
Å 非財務価値を提供

することで
Å

ṕ Ḳ
Ṗ

打
ち
手
案

¸ GP

¸投資対象が事業ではなく不動産となることで、業績
不振時にも売却/ 用途変更のオプションが取りうる
ことで、投資会社のリスクを低減

¸ ṕ Ṗ

不動産活用によるリスク低減

¸

¸

¸ 配当に加え、非財務価値とし
て、ゼブラ事業の生み出した商品・サービス
ṕ Ṗ

¸

非財務価値を活用した出口戦略

財務・非財務価値の再設計
ễ
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参考：アセット活用がもたらす収益の安定化

6. Ṏ ḽA. ṕ Ṗ

アセットの活用有無
（不動産等の設備投資）

* ṕ不動産を新規に取得あるいはリノベーション その場所で商品・サービスを提供あ
るいはイベント・研修を実施等）

アセット（不動産等）の活用有無が資金調達の可能性を広げる

ファイナンスを規定する要素

アセット
(Asset)

① 高額初期投資を必要とする事業用資産であり、概ね5,000 万円以上の初期投資を伴うもの
Å

② “場の機能”を有し、収益の核となる資産
Å Ṋ ṕ Ṗ

ファイナンスにおけるアセットの優位性 アセットが果たす役割

Å ṕ Ṗ

Å

担保価値
Å

Å¬ ú º

実行可能性
の向上

Å

Å

キャッシュフ
ローの安定

Å

Å
事業の
安定性

Å

Å

説明の
容易さ

Å

Å ṕ
Ṗ

ビジネスの起
点

アセットとは

財務・非財務価値の再設計
ễ
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人材不足は、地域事業づくり会社やローカル・ゼブラ企業にかかわらず、地域事業者においては同じ状況であるが、社
会性も追求した事業特性上、収益性の観点から人材確保が一般的な事業者に比べて厳しい状況である

6Ḱ Ṏ ḽB.

Â

Â

地方において人材不足は、地域事業づくり会社やローカル・ゼブラ企業
にかかわらず、どの事業者も同じである

1Ṍ5 5Ṍ15 15Ṍ30

収益性の観点からゼブラ・地域事業づくり会社の場合はさらに状況が厳しい

Â

ṕ Ṗ

Â

ṕ Ṗ

ṕ Ḳ 6 EY

人材の過不足状況

資金同様に、経営資本である人材の不足も地域事業づくり会社やローカル・ゼブラ企業の活動量が増えないことの一因だと考えられる

売上と従業員数の関係

10

50

1

5

10

β 5 EY
β

一般的な企業

ローカル・ゼブラ企業
地域事業づくり会社

凡例：
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地域人材を大きく「地域を面でとらえて事業を作る人材」と「個別のプロジェクトや事業を推進する人材」の2つに分類。
不足している人材タイプに応じて異なるアプローチで仕組みの実証を行った

6Ḱ Ṏ ḽB.

仮説② ローカル・ゼブラ企業を創出することはできないか？

仕組み

スポーツゼブラズ・プログラム/ 竹屋旅館
大和森林文化経済圏の担い手発掘プログラ
ム/ 大和森林管理協会

仮説①Ȥ1 大企業等の人材を活用することはできないか？

仕組み

大企業人材マッチング/ 前橋まちなかエージェンシー

仕組みの
成功要件

P.109Ȥ111

本実証内で事業者の発掘や
育成・支援候補を特定

＜必要なスキル（例）＞
Â Ḳ
Â Ḳ
Â Ḳ
Â Ḳ
Â Ḳ

＜必要なスキル（例）＞
Â Ḳ
Â Ḳ
Â Ḳ
Â Ḳ
Â Ḳ

Â 本実証では、地域が求める人材の性質に応じた人材の呼び込みあるいは育成の仕組みの検討を行った

P.112

地域事業づくり会社

LZ LZ LZ LZ LZ

PJ

①地域を面でとらえて事業を作る人材 ②個別プロジェクトや事業を推進する人材

地域人材の2タイプ

仮説①Ȥ2
既にいる人材を
育成することはできないか？

仕組み

地域プロデューサー育成プログラム/
インターローカルパートナーズ

º
OJPṕOn the Project 
Training Ṗ

ẑ

■「インパクト集約」
■「参画インセンティブ設計」
■「人材要件の定義」
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地域事業づくり会社がローカル・ゼブラ企業やプロジェクトを取りまとめ、人材マッチングの受け皿を作ることで、一定の
量と質を担保し、地域事業と域外企業人材とのマッチングが進みやすい環境を構築できる

6Ḱ Ṏ ḽB. ṕ Ṗ

Å

Å PJ

前橋まちなかエージェンシー

受け手・出し手双方の情報を集約し、
受け皿となることで、人材マッチングを行う

分野や領域、参画の度合い（フルタイム・パートタイムなど）
役割、フェーズ等の多様性によって双方の“量”を担保

個別対応の場合 地域事業を集約した場合（前橋まちなかエージェンシーの事例）

地域プロジェクトに一定の“量”と“質”を地域事業づくり会社が担保することが必要

/

Â 関わりしろが限定的 人材の送り込み等につながりづらい

Â 複数のローカル・ゼブラ企業やPJを束ねる 企業との関わりしろの幅を広げる

Å ṕ Ṗ ṕ Ṗ
Å

条件が一致せず、マッチングが進まない

/PM

限定的

機会損失が発生

情報整理によって“質”を担保

受け皿

P.111
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人材循環では企業が十分な収益の確保が難しい中、地域事業づくり会社が企業が見込んでいる将来利益とあわせて
“人材育成”や“地域ネットワーク形成”“広報・ESG”などへ複合的に訴求することで人材獲得の実現性を高める

6Ḱ Ṏ ḽB. ṕ Ṗ

企業は“将来利益”を見込んで
地域事業への参画を決断する

場合が多い

“人材育成”や“地域ネットワーク
形成”についても

大きな訴求ポイントと成りうる

“広報・ESG”への訴求も
1つのポイント

インセンティブ設計のポイント（例）

人材育成
・組織開発

広報・ESG

財務・コスト

Å ẓ ẓ “経営的視点を持った実
践力” ṕ Ṗ

Å ú

Å ẓ ẓ

“実践力”の獲得

エンゲージメント
向上/ 離職抑制

ネットワーク創出

政策への理解

採用広報の
質向上

企業評価の向上

研修費用圧縮

実証フィールド

事業化

Å1

Å DMO

Å 日常業務では触れら
れない地域政策

Å PR IR PBR
Å ṕ Ṗ KPI

Å PoC /
Å / ¬ º

Å

観点

Â 十分な収益（業務委託費や賃金相当分の支払い）を提供できない

Â “人材育成”¬ º“広報・ESG”についても訴求
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

人材マッチングの仕組みにおいて、人材受け入れ後の成否は「課題に適した人材を送り込めたか」に大きく影響する。そ
のため、地域事業づくり会社は、事業者の課題やボトルネックの深堀りを通して人材要件を明確にすることが重要

6Ḱ Ṏ ḽB. ṕ Ṗ

Â 人材要件定義

Â 出し手側の企業も“実際に何ができるのか”を判断するために現場情報の可視化を強く求めている
ṕẑ Ṗ

Â 事業者の課題やプロジェクトのボトルネックの深堀り 明らかになった課題を役割への翻訳

人材要件定義のプロセス

課題・ボトルネック
の深堀

役割へ翻訳

スキル要件
経験要件
の定義

Â

Â

Â

Â

Â ¬ º

Â KPI

Â

Â ṕ Ṋ Ṗ

Â

Å どんな状態を実
現してほしいか？」などの問を設定

¬ º

人材要件を明確化し、出し手側（企業）が“実際に何ができるのか”を判断するための情報をできる限り具体的に提示することが、ミスマッチを防ぎ成功へと導く

Å ễ

現場の感覚や先入観を除
外

Å “本当の課題”を言語化で
きるまで深掘り

アプローチによる工夫

Å 該当のスキルを有していることの判断
軸 Ḵ Ḵ

スキル要件とあわせて、経
験要件を定義
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域が内発的に次の担い手を発掘・育成するアプローチは、徐々に実を結びつつある。地域課題を近くで感じている
地元人材の育成は、持続的な地域づくりの礎となる

6Ḱ Ṏ ḽB. ṕ Ṗ

ẇ ṕ Ṗ

Â

森林資本を活用したローカル・ゼブラ事業を発掘・支援する
ṕ Ḳ Ṗ

Ṗ

発掘

Case.1

問題意識

具体的取組

大和森林文化経済圏の
担い手発掘プログラムの立上げ

次年度以降の支援事業として8事業を発掘

V Ṭ

V ṕ
Ṗ

Å

新規の起業家・事業化を発掘

Å

プログラムを1年通し
て提供

スポーツを触媒として地域企業によるローカル・ゼブラ事業を創発する
ṕ Ḳ Ṗ

Case.2

問題意識

具体的取組

スポーツゼブラズプログラムの立上げ

Å

¬ º

Å

V ¬
º

V ¬ º

育成（再掲）

ẇ

4月開始予定の第1期生は既に8社の地域企業から申し込みあり



手法設計｜事業価値の創造支援
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

恒常的に発生しやすいローカル・ゼブラ企業の“成長停滞”を、地域事業づくり会社が事業介入することにより“変化・
成果”へ転換される構造が肝要

6Ḱ Ṏ

¸ 持続可能な経営基盤

¸ 関係者が共通の認識と
言葉で議論できる状態になっている

¸ 地域への裨益が
分かりやすく示されている

¸情報発信の仕組みと人員の受け入れ体制が整備

個社のローカル・ゼブラ企業の事業価値創造と地域事業づくり会社による事業価値創造のポイント 金融機関や域内外企業等からの評価

Å 個社としての評価見積もり
が小さくなる

Å KPI KPI KPI
外部が成果を判断しにくい

Å 企業／金融が入る
入口を評価しにくいṕ Ṗ

ÂTo-Beṕ Ṗ

ÂAs-Isṕ Ṗ

事業評価が可能な状態

事業評価が不可能な状態

事
業
規
模
・
収
益
性

公益性・社会性

Å 経済活動の高度化 当該活動に社会的意義を付与する
取り組み

Å ローカル・ゼブラ企業の事業価値創造に関与

P
o
in

t

!
地域事業づくり会社による“経済活動の高度化”

P
o
in

t

!
地域事業づくり会社による“社会的意義づけ”
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

ローカル・ゼブラ企業の点在する活動を共通の物差しと導線で面の価値に変換すると同時に、事業のリブランディング、
オペレーション支援、資金・評価までを一気通貫で支える“土着の伴走支援”が必要

6Ḱ Ṏ

事業価値創造のための8つの介入ポイント

人材育成
組織成長

事業
計画・企画

需要開拓

資金調達 価値の翻訳

ガバナンス

コアバリュー

C

b

a

d

e

介入手法の一例
ṕ Ḳ Ṗ

Åa

Åb

Å

Ṍc

Å

d

Å

e

集まる場
の確保

共創文化
醸成

F

g

h
Å

f

Å

/g

Å

h

経
済
的
価
値
創
造

社
会
的
価
値
創
造

・・・

MVVṕ Ṗ

ệDimensions of Ompact

LEAN CANVAS

IMPACT GROWTH CANVAS

︡

︣

קּ

פּ

︣

簡
易
デ
ュ
ー
デ
リ
デ
ン
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

ローカル・ゼブラ企業が本来持つ価値を、長期的・協働の仕組みによって持続可能な事業へと変換し、値域全体の価
値を底上げする事業価値創造に取り組むことが肝要

6Ḱ Ṏ

経
済
的
価
値
創
造

社
会
的
価
値
創
造

事業計画・企画

需要開拓

人材育成・組織成長

資金調達

ガバナンス

価値の翻訳

集まる場の確保

共創文化醸成

事業価値創造機能
ローカル・ゼブラ企業の

構造的課題

ṕ / Ṗ

ṕ Ṗ

事業の加速

事例抜粋

a

b

c

d

e

f

g

h
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9.00

6.10

9.60

9.60

ローカル・ゼブラ企業の支援に回る人材の確保は本実証事業を通じて得られた地域共通の課題。専門性のみならず
地域の事情や関係性の構造を理解する支援者自体の育成・関与は次なる論点になった

6Ḱ Ṏ

支援者自体の確保という残課題

「大和森林管理協会」

¸

¸ 「地域事業づくり会社の
人材の質と量を如何に担保するか」

¸ 地域事情の関係性や地域
で押さえるべきステークホルダーとの調整力

Å

Å

打ち手
事例Ⅰ

打ち手
事例Ⅱ

「やまと社会インパクトファンド」※実証事業外
Å

Å



横展開
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

本項目では、地域密着型から全国型の地域事業づくり会社への成長を実現させる要諦について、Tier1 への取組拡大
を目指したGHIBLI の事例を活用しながら整理

ỈḰ Ṏ

地域事業づくり会社＜地域密着型＞
（Tier2 ）

地域事業づくり会社＜全国型＞
（Tier1 ）

地域から全国・他分野へ地域内のゼブラの取組を結んで面に

横展開に係る検討スコープ

ḲGHIBLI

ṕ Ṗ

横展開に係る示唆
導出の前提
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

地域事業づくり会社の横展開においては、代表者のブランド・訴求力の代替困難性や各事業における属人性の高さ、
成功体験をノウハウに昇華する余白の不足の3つが主要な障壁になると示唆

ỈḰ Ṏ ṕ 3 Ṗ

全国型
横展開時の3つの障壁

代替しがたい代表者の
ブランド・訴求力

各事業やタスクにおける
属人性の高さ

成功体験をノウハウに
昇華する余白の確保

地域密着型

1

２

３

各障壁の詳細

ネームバリューが及ぼす意思決定依存
Å

具体例

蓄積された「暗黙知」
Å

Å 1

“一度振り返る”余裕の不足
Å

Ṅ

Å

V

V20

V

V

V OJT
Ṅ

V

V
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

各障壁の解消においては、①地域の担い手への発掘・訴求力のカバーや②暗黙知の形式知化、③第3者の巻き込み・
公的補助等の活用がポイントになると判断。内、GHIBLI の実証事業では②③をスコープとした実証を実施

ỈḰ Ṏ ṕ Ṗ

代替しがたい
代表者のブラ
ンド・訴求力

各事業やタスク
における

属人性の高さ

成功体験を
ノウハウに昇華
する余白確保

事業フェーズに即した
代表者の関わりしろの設計

地域の新たな軸となる
担い手の発掘

2つの暗黙知を形式知へ

第3者を巻き込んだ
成功体験の棚卸

公的補助等を活用した
リソースの担保

Ṅ
立上げ期の手厚い

関与がカギ

ノウハウ化に向けた
ヒト・カネの公共調達

公的ネットワークの
積極活用

担当者の感覚的
判断を極限まで

言語化

客観的視点でキー
ファクターを探る

初心者心理を踏まえ
たガイダンス作成

ṕ Ḳ Ṗ
Ṋ

ṕ Ḳ
Ṗ

ver.1

1

２

３

β GHIBLI Ḳ ṕ Ṗ
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

ノウハウの実践

¸

ノウハウの体得と暗黙知の蓄積

¸

ṕṬ Ṗ

横展開における成功の要諦の1つは、自社の暗黙知をいかに質高く見える化・言語化し、社内のノウハウとして固めら
れるか。そのためにも定期的に暗黙知を拾い上げ、形式知化していくノウハウ化サイクルを丁寧に回していくことが肝要

ỈḰ Ṏ ṕ Ṗ

暗黙知・専門的知識の棚卸

¸

暗黙知・専門的知識の言語化・体系化
（ノウハウへの昇華）

¸

GHIBLI

Ṋ

V

Å Ḳ

Å Ṋ Ḳ

実証中の工夫点

V

MTG

１ ２

３

４

実証中の工夫点

Â ểṌỆ

V

実証中の工夫点

●“赤本”：マニュアル
…ローカル・ゼブラ向け
地域で漁師等に教える役割
＝ローカル・ゼブラが参考に
するツール

●“青本”テキスト＋動画
…漁師など向け
漁業・水産の現場のプレイヤ
が学ぶためのツール



７．実証事業を踏まえた次年度の方向性
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

本事業で試みた仕組み化に代表される地域事業づくり会社が実践する「地域経営的な取組み」への理解の深化とそれ
らを後押しする施策実行が次年度の事業のポイント

ỉḰ ḽ

Â 本年度実証事業を通じて得られた学び

地域づくり会社の役割
及び目指す持続的な
「仕組み」の要諦

地域内の資本循環が生まれる
要件
ẑ

ゼブラの取組みが全国の地域内
に根付く重要性
＝ローカル・ゼブラコミュニティの拡
大

役割

仕組み

¸ 事業価値を創出する役割

¸ 獲得したい経営資本が明らか

¸ 地域基幹企業の巻き込みor 

¸ ゼブラ関心層以外とも合意形成

¸ 活用事例が属人化

¸ 地域経営的な事業の特性を許容あるいはカバーする資金調達の考え方を資金の出し手と受け手双方
で目線合わせ

¸ 非財務的な効果 中長期的に資金の出し手に跳ね返る裨益性
ẑ

¸ 中長期的なリスクマネーの拠出が当たり前化
使い手側の人材育成

¸ 他のプレイヤーとの分断

¸ ゼブラコミュニティ外プレイヤとの対話の場

1

2

3
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9.00

9.00

6.10

9.60

9.60

今年度までの実証事業で見えてきた「仕組み」の精度を高め、後続地域に展開し、深める施策と、ゼブラとの接点の少
なかったプレイヤを引き込む活動を両面的に実施していけないか

ỉḰ ḽ

本年度の代表的な学び

① 地域事業づくり会社の
役割及び持続的な「仕
組み」の要諦

② 地域の資金循環が生ま
れる要件

③ ゼブラの取組が全国の
地域で根付く必要性

地域事業づくり会社を基軸とした
ローカル・ゼブラエコシステムの構築
の加速

ṇ ḱ
וֹ

ローカル・ゼブラ企業及び地域事業
づくり会社への資金循環の実現

次年度以降の注力課題

【フォローアップ支援】
¸ 有効性の継続検証

【後続地域創出の伴走支援】
¸ 地域の育成と伴走サポート

【資金循環ユースケース創出】
¸

ロールモデルケース化
¸ ガイダンス

【ゼブラコミュニティの拡張】
¸ 業種や地域間を越えた交流・対話機会ṕ

Ṗ
¸ 1 当たり前化する広報活動

具体的施策（案）

「仕組み」の深化×ゼブラの取組みを一般化させていく両面の施策実行が有効と思料

「仕組み」をフォロー 「仕組み」を移植していく仕掛け

② 地域内資金循環のロールモデルケース

裾野の拡大

次年度
政策の
考え方

A

B

蓄積された実証アセットを
無駄にせず、仕組みの有効
性を高める施策

ゼブラの理解を広め、活動
を当たり前化させる施策
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